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～ハードデータで初の回復を確認～ 
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・ 昨年12月のドイツの製造業新規受注は前月比＋0.8％と増加に転じた。内外受注の内訳は、国内受注が

同▲1.2％と減少した一方、輸出受注が同＋2.4％と持ち直した。財種別には、中間財が減少（同▲

3.6％）した一方、資本財（同＋3.6％）と消費財（同＋1.7％）がともに反発した。業種別には、一般

機械（同＋10.9％）、金属（同＋4.6％）、その他金属（同＋17.8％）が回復を牽引。但し、輸出向け

のその他金属が同＋41.8％と急増しており、これは一過性の要因による上振れの可能性がある。 

・ 設備投資に１四半期程度の先行性がある資本財受注（変動の大きい大型輸送機械を除く）は前月比＋

3.3％と反発。10-12月期平均では前期比▲0.1％と微減にとどまるが、7-9月期の大幅な落ち込み（同

▲1.7％）から持ち直しており、4-6月期以降の設備投資の回復が示唆される。 

・ 既にＩｆｏ企業景況感指数やＰＭＩ指数などマインド指標全般に景気底打ちの兆しが広がっている。

今回の製造業受注の持ち直しはハードデータで初の回復を確認するもので、輸出回復を起点にドイツ

景気が持ち直しに転じることを示唆する内容。但し、ＬＴＲＯの早期返済開始や信用不安に対する過

度な不安心理の後退からユーロ高が進行している。急速な通貨高進行で輸出回復に冷や水を浴びせる

ことにならないかには注意が必要だ。 

■ドイツ：製造業新規受注（季調値） ■ドイツ：資本財受注と企業設備投資

注：資本財受注は３ヶ月移動平均、３ヶ月前比年率。

　　企業設備投資は前期比年率寄与度。

出所：ドイツ連邦統計局 出所：ドイツ連邦統計局
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■ドイツの製造業受注（季節調整値、実質、前期＜月＞比、％）

2012 2012
1Q 2Q 3Q 4Q 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

製造業受注計 -1.1 0.4 -1.9 1.0 0.3 -0.8 0.0 -1.1 -2.2 3.9 -1.8 0.8

資本財 0.0 0.1 0.3 3.7 -0.3 -0.2 -0.3 -2.4 -0.7 4.2 -3.0 3.6
資本財（除くその他輸送機械） 0.0 1.3 -1.7 -0.1 -1.3 1.1 0.0 -4.0 2.1 -1.7 0.7 3.3
中間財 -0.5 -0.5 -1.9 -0.3 0.4 -1.9 0.4 0.4 -4.4 3.6 0.3 -3.6
消費財 -1.1 1.3 0.1 -0.5 2.8 -0.2 0.0 -0.2 -1.5 1.4 -2.0 1.7

耐久消費財 1.2 -2.2 1.9 -9.9 -0.2 -1.3 2.2 3.3 -4.5 -8.3 -0.2 1.3
非耐久消費財 -1.9 2.5 -0.5 3.0 4.0 0.0 -0.7 -1.4 -0.4 4.9 -2.6 1.8

国内受注計 -1.4 -0.5 -2.6 -0.8 -1.3 -0.9 0.5 -2.1 -1.9 0.6 1.5 -1.2
輸出受注計 -0.9 1.1 -1.3 2.4 1.5 -0.8 -0.3 -0.3 -2.4 6.4 -4.2 2.4

出所：ドイツ連邦統計局  


